
JANS若手の会 

第3回東海エリア検討会のご報告 

 

２０２３年９月２日（土）、日本看護科学学会若手の会主催「第３回東海エリア検討会」

をオンラインにて開催しました。本検討会では「ＰｈＤ.取得後の留学を考える‐海外大学

の客員研究員という方法‐」をテーマに、日本看護科学学会「２０２１年度 若手研究者が

海外留学するための助成」をうけ、University of Albertaの客員研究員を経験された田中

真木先生（名古屋大学大学院医学系研究科）にご講演いただきました。 

検討会には全国（海外を含む）から１０名の方が参加してくださいました。  

田中先生より海外留学のご経験についてお話しいただいた後、キャリア形成を話題に参加

者の皆さんと共有する中で、「海外留学という将来の選択肢があること」、「教員として海

外でキャリアを積むことの意義」、「研究者として探求し続けることの大切さ」、「帰国後

の更なるキャリア形成について」等、活発な論議を行うことができました。 

終了後アンケートでは『実際に海外で経験されていた方のお話を聞けたため参考になり

ました』、『学生としてではなく教員として海外でキャリアを積むための具体的な方法がわ

かりました』、『自分が探究したいことを明確にして、チャレンジしていくことの重要性を

考えさせられました』といった、参加者の今後のキャリア形成につながる好意的なコメント

をいただくことができました。 

振り返りますと、田中先生に講師をお願いしたのは留学先のカナダからご参加いただい

た第１回東海エリア検討会がきっかけでした。東海エリアでは、引き続き仲間づくりに関

心のある人同士が知り合う「ハブ」としての役割を大切に、活動を進めていきます。今後

の活動にご期待ください。次回の企画は２０２４年１月頃を予定しています。 

 


